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     取組の実際の見方－1              佐賀県教育センター 

２ 研究の実際 

(4)  インクルーシブ教育システム構築に向けた取組の実際 

   本研究におけるＰＤＣＡサイクルの考えを取り入れた合理的配慮の決定や提供、見直し、引継ぎの

例を示しています。ＰＤＣＡサイクルのそれぞれの段階でどのような取組をしたのか、シートを作成

して合理的配慮のサイクルが分かるようにしました。以下、それぞれのシートの見方について説明し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

研究の実際 

 
 
 
ウ 小学校自閉症・情緒障害特別支援学級(３年)の取組 

 
 
 
 
 
 
 

本人 ・国語・算数の学習内容が分かるようになりたい。          

保護者 ・感覚過敏(音・臭い・食感    

・トイレの付添と水分補給の声掛けをしてほしい。 

 

   

引継ぎ等 ・前年度まで、感覚過敏(音・臭い・光)やこだわりへの配慮として、安心して過ごすことがで

きるための場所の確保や活動内容の調整を行ったことで・・・。 

   

 
 
 
 

学習面 ・運動機能や活動の切り替えに困難さが見られるため、学習活動に時間が掛かる。 

・自分でできることと難しいことを自ら担任に伝えることができる。学年・・・。 

 

 

生活面 ・友達との交流を好んでいる。 

・大きな音（ピストル・太鼓・放送）や叱責の声が苦手である。 

 

人との 

関わり 

・友達とコミュニケーションを図りたいという気持ちが強い。 

その他 

(生育歴・

検査等) 

・自閉スペクトラム症の診断を受けている。 

・ＷＩＳＣ－Ⅲでは、平均の下の域である。 

 

Ｐ(決定)シートの見方 

Ｐ(決定)シートでは、合理的配慮について本人や保護者の意思を把握し、本人の実態や指導目標

等を踏まえて、合理的配慮について調整したり、検討したりしながら決定するまでを示しています。 

自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する小学校３年生の児童に対して、自閉症・情緒障害特別支援学級

の担任が、感覚過敏等、児童の実態を踏まえた合理的配慮を提供した事例である。 

対象児童は、国語、算数の・・・。 

そこで、安心して学校生活・・・。 

意思の表明 

調 整 

実態把握 

対象児童生徒の意思の表明の内容に関する実態を示して

います。本研究では、「学習面」と「生活面」、「人との関

わり」、「その他」に分けて示しています。 

誰からどのような意思の表明があったのかを示していま

す。本研究では、対象児童生徒に一貫した支援ができる

ように、「本人」や「保護者」からの意思の表明だけでな

く、「引継ぎ等」も取り入れています。 

事例の概要を示しています。対象児童生徒の在籍学級や学

習、生活等の様子を記入し、誰がどのような合理的配慮を

提供した事例なのか、簡潔に示しています。 
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【時 期】４月当初 職員会議の後 

【参加者】特別支援学級担任、交流学級担任 

【内 容】 対象児童や保護者のねがい、個別の教育支援計画等を基に検討した。 

      対象児童は、感覚過敏があることや自・・・。 

そこで、対象児童が・・・、以下のような支援を考えた。 

①対象児童が家庭学習や授業での書く・・・。 

②活動の流れや方法が理解できるよう・・・。 

 

【準備した資料】 

          ・前年度までの個別の教育支援計画及び個別の指導計画 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

①教育内容・教育方法 

・活動量や課題量への配慮と

活動内容の精選をする。 

 

②支援体制 

・全職員の共通理解の場を定期的

に設ける。 

 

③施設・設備 

・手すりのあるトイレを使用する。 

・学習用ＰＣを整備する。 

 

※決定した内容は、個別の教育支援計画及び個別の指導計画、合理的配慮シートに明記します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        次回の検討予定日（ ８月下旬 ）                          

長期目標 

・国語、算数の基礎的な学習。 

・1日の学校生活の流れを理解し、自分で行動する。 

＊＜合理的配慮：３観点 11 項目＞  ＊該当する項目に〇を付けて下さい。 

①－１ 教育内容               ② 支援体制 

（ ○ ）学習上又は生活上の困難を改善・克服  （ ○ ）専門性のある指導体制の整備 

（ ○ ）学習内容の変更・調整          （ ○ ）幼児児童生徒、教職員、保護者、地域の理 

解啓発 

①－２ 教育方法               （   ）災害時等の支援体制の整備     

 （ ○ ）情報・コミュニケーション及び教材の 

配慮                 ③ 施設・設備 

 （ ○ ）学習機会や体験の確保         （ ○ ）校内環境のバリアフリー化 

（ ○ ）心理面・健康面の配慮                  （   ）発達、障害の状態及び特性等に応じた指導 

ができる施設・設備         

（   ）災害時等への対応に必要な施設・設備 
本研究では、提供した合理的配慮について、
見直しをするために「次回の検討予定日」を
設定しています。 

検 討 対象児童生徒に、どのような合理的配慮が必要なのかを、意思の表
明や実態把握した内容、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を
基に支援会議(ケース会議)を開きます。検討した時期や参加者、内
容等を示しています。 

合意形成 

決 定 

具体的な支援が３観点11項目のどれ
に当たるのかを〇印を付けて示して
います。 

【時 期】４月 新学期当初 学校で保護者と個人面談 

【参加者】特別支援学級担任、交流学級担任、保護者 

【内 容】 検討した①～⑤の支援内容を保護者に提案した。 

      上記の合理的配慮を提供し、夏休みに見直しをする。 
      

検討した合理的配慮の内容について、本人や保護者の合意を得る(合意
形成)ために、支援会議(ケース会議)を開きます。話合いの時期や参加
者、合意形成した内容を示しています。 

 

本研究では、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を基に長期目標を
設定しました。具体的な合理的配慮の内容は、合理的配慮の３観点で整
理して示しています。 
決定した合理的配慮は個別の教育支援計画に明記します。実践例を御参
照ください。 
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場面 児童生徒の目標 手立て 

学習面 ・３年生の漢字の読み書きが

できる。 

・新出漢字について、筆順や読みが分かる学習ソフトを用意

する。 

・家庭学習やドリル練習の 1回の量を少なくする。 

生活面 

（朝の時間） 

・一日の学習の流れを知る。 ・学習教科と場所・準備などを示したスケジュールを用意し、

朝の時間に一緒に確認する。 

(帰りの時 ・帰りの準備を自分でする ・「振り返りカード」を用意し、自己チェックができるよう

にす 

行事等 

(体育大会) 

大会） 

・自分ができる競技に参加す

る。 

・ピストルを笛に替えて合図する。   

・当日、保護者と待機できる場所を確保する。 

・ダンスの練習では、鏡を使って体の動きが確認できるよう 

 
 

項目 時期 内 容 

職員研修 ５月 ・資料を基に、対象児童の障害の特性や支援方法について全体で共通理解する。 

 
 

項目 時期 内 容 

行事 

(体育大会) 

９月 ・体育祭の待機場所について、職員会議で全職員に周知を図り、保護者と一緒

に待機する場所を確保する。 

 

・国語、算数を中心とした基礎的な内容の理解と技能の定着を図る。 

・一日の学校生活の流れを理解し、自分で行動できるようになる。 

・体育大会や集会等に参加し、自分ができる活動に取り組むことができる。 

長期目標 

・活動量や課題量への配慮と活動内容を精選する。 

・手順の視覚化とモデルの提示、学習ソフトの活用をする。 

・毎日の生活の振り返り活動を行い、達成感を感じられるような活動を工夫する。  

 

決定した合理的配慮 

実際の指導場面における合理的配慮の提供について 

①教育内容・方法 

Ｄ(提供)-1 シートでは、Ｐ(決定)シートで決定した合理的配慮を実際の指導場面でどのように提供

していくのかを、個別の指導計画と関連させながら「学習面」、「生活面」、「行事等」の３場面に分

けて示しています。 

Ｄ(提供)-1 シートの見方 

本研究では、決定した合理的配慮の内容を「学習面」、

「生活面」、「行事等」の各指導場面でどのように提供す

るかを示しています。合理的配慮の内容は、個別の指導

計画と関連させています。 

②支援体制 

③施設・設備 

 Ｐ(決定)シートで決定した長期目標と具体的な支援内容を示してい

ます。 
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１ 合理的配慮の提供場面     

算数科「余りのあるわり算をしよう」 

 

２ 本時の目標 

  〇わり算の余りを適切に処理する問題を理解して、余りを適切に処理することがで 

 

３ 合理的配慮を取り入れた本時の授業(活動)について 

  本時では、前時までの学習で・・・。 

本学級に在籍する３年生３名・・・。 

対象児童は、計算する学習に・・・。 

 そこで、意欲的に学習するこ・・・。 

 

４ 対象児童へ提供する主な合理的配慮  
提供する合理的配慮 

・書く活動において、量の調節と時間の確保をする。 

・活動の流れや内容が理解できるような視覚支援を取り入れる。 

 
 
 
５ 授業の実際 (◎合理的配慮 ☆対象児童生徒を含めた学級全体への配慮) 

学習活動 指導上の留意点 取組の様子 

【授業前】 ☆前時までの学習内容のポイントを、ホワイトボード

に提示した。 

☆学習の見通しがもてるように、1 時間の学習の流れ

を黒板の左隅に掲示した。 

◎本時の学習に使うワークシ 

ート、数図ブロックなどの 

準備を一緒に済ませた。 

◎本時の問題の絵カードを机 

上に置いた。 

 

１ 問題を読み、めあ

てをつかむ。 
 
 

 

・問題の絵を電子黒板に拡大して掲示した。 

・実際にいすに座る動作をしながら、子供が同じ数ず

つ長いすに座っていく場面であることを確認する。 

◎分かっている数と何を求めるのかが分か 

 

 

合理的配慮の実際 

Ｄ（提供）-2 シートの見方 

Ｄ(提供)-２シートでは、決定した合理的配慮を実際の指導場面でどのように取り入れるのかを具

体的に示しています。 

本時の学習のねらいを示しています。また、学習形態に

よっては、対象児童生徒の実態だけでなく、学級の様子

も示しています。学級全体への指導と、対象児童生徒へ

の合理的配慮をどのように取り入れるのかについても示

しています。 

23人の子どもが、長いす１

きゃくに４人ずつすわって

いきます。 

本時における対象児童生徒への

主な合理的配慮を示しています。 

授業を行う前に

取り入れた支援

を示しています。 

取り入れた支援によって、対象児童生徒がどのような様

子であったか示しています。また、授業者の気付き等も

示しています。 

合理的配慮に応じた支援は、他の支援と区別するために◎で示していま

す。対象児童生徒を含めた学級全体への配慮は、☆で示しています。 

取り入れた支援や児童生徒の

様子を画像で示しています。 

担任 対象児童 

具体物を使う学習

は、用意を担任と一

緒にすることで、本

人の活動の見通しや

イメージづくりにな

りました。 
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Ｄ(提供)-3 シートの見方 

 
 
 
 

 

場 面 行事等 体育祭のダンスの事前練習 

合理的配慮の内容 

・手順の視覚化したりとモデルを提示したりする。 

・自分が参加する種目を練習する機会を少しずつ確保する。 

 

 

 

 

 

 

【ダンスの動画を見ながら練習す

る対象児童】 

対象児童は、動きを模倣したり、指示どおりに動いたりすることが

難しいことから、まず、ダンスの動きをイメージさせることを心掛け

た。 

そこで、ダンスの動画を電子黒板で提示し、いつでも見ることがで

きるようにした。そして、昼休みや体育の時間等を使って、少しずつ

練習し・・・。 

 

 
 
 

場 面 行事等 体育祭の応援練習時への対応 

合理的配慮の内容 

・全職員の共通理解の場を定期的に設ける。 

・応援の練習を見合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

【別の活動に取り組む対象児童】 

音に過敏で、太鼓や笛の音、大勢の大声に対して情緒不安定になる

傾向がある。 

そこで、1学期の職員会議で知らせ、体育大会の応援合戦への参加を

見合わせることを、全職員で共通理解した。全校での応援練習が行わ

れているときは、自分の教室で、イヤーマフを付け、体育大会のポス

ターを・・・。 

 

Ｄ(提供)-3 シートでは、合理的配慮の具体例を写真と文で示しています。 

合理的配慮の具体例 

どのような合理的配慮をどのような場面で取り入

れたのか、対象児童生徒の様子も併せて具体的に示

しています。 
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Ｃ(見直し)シートの見方 

 
 
 
 
 
 
 
 

【時 期】８月 

【参加者】特別支援学級担任、交流学級担任 

【内 容】 提供した合理的配慮の成果と課題について、対象児童の学習や生活場面の様子を振り返りな

がら話し合った。 

 

 
〇学習面では、電子黒板を活用した。対象児童は、学習の流れや課題への取り組み方が分かりやすくなり、

基礎的な学習内容を理解することができた。 

〇体育大会では、練習や当日の・・・。 

●交流学級での学習においても、学習用ＰＣを活用した支援について検討する必要がある。 

●手すりのあるトイレが１カ所で・・・。 

 

 
 

これまでの合理的配慮は今後も継続する。以下の２点については、見直した。 

・交流学級の学習場面で、学習用ＰＣを活用する。 

・手すりのあるトイレを複数設置する。 

 
 
 
 
 

Ｃ(見直し)シートでは、Ｐ(決定)シートで決定した合理的配慮の内容やＤ(提供)シートで提供した

合理的配慮の成果と課題について検討して見直したことを示しています。今後の合理的配慮につい

て本人・保護者との合意形成の場を設けたことも示しています。 

見直し 

検 討 

成果と課題 

合意形成 

合理的配慮の変更点 

合理的配慮の内容は、定期的に見直す必要があります。本

研究では、Ｐの段階で決定した「次回の検討予定日」に支

援会議(ケース会議)を開きます。話合いの時期、参加者、

内容を示しています。 

提供した合理的配慮の内容について成果と課題を示して

います。〇は成果で、●は課題を示しています。 

変更した合理的配慮を示しています。 

【時 期】８月末 個人懇談 

【参加者】保護者、特別支援学級担任、交流学級担任 

【内 容】 検討した成果と課題、変更した合理的配慮について提案した。 

       今後も定期的に評価、見直しを行い、年度末は次年度への引継ぎについて話し合うように

する。 

本研究では、合理的配慮の成果と課題等について本人や保

護者と確認し、合意形成を図るための支援会議(ケース会

議)を開きます。合意形成後、変更内容を個別の教育支援

計画及び個別の指導計画に記入します。 
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Ａ(引継ぎ)シートの見方 

 
 
 
 

 
 

 

Ａ(引継ぎ)シートでは、対象児童生徒に一貫した支援ができるように、次年度に向けた引継ぎをど

のように行ったか引継ぎ方法、引継ぎ内容を示しています。 

引継ぎ 
本研究では、引継ぎのための支援会議(ケース会議)を開きます。引

継ぎの時期や参加者、引継ぎの方法、引継ぎ内容を示しています。 

【時 期】４月 職員会議後 

【参加者】(旧・新)特別支援学級担任、(旧・新)交流学級担任 

【方 法】 個別の教育支援計画及び個別の指導計画を基に、下記の引継ぎ内容について話合いをする。

可能であれば、６月にも同参加者及び保護者を交えて支援会議(ケース会議)を開く。 

【内 容】 定期的に見直してきた以下の合理的配慮を引継ぎ内容とした。 

      ・活動量や課題量への配慮と活動内容の精選をする。 

・手順を視覚化したりモデルを提示したりする。 

・電子黒板や学習用ＰＣを活用する。 

・毎日の生活の振り返り、達成感を味わわせる。 

 

対象児童生徒に一貫した合理的配慮を提供できるように、Ｃの段階で再検討

して合意形成したことを引継ぎ内容としてまとめ、示しています。 
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   〇 前年度の引継ぎを基にした合理的配慮の決定 

前年度の引継ぎ事項を基にして合理的配慮の内容を検討したことで、対象児童の実態とこれまでの支援内

容について確認しやすくなり、年度当初の支援の方向性を明確にすることができた。そして、保護者や担

任、交流学級担任など複数で話し・・・。 

 
 〇 生活面や行事等での合理的配慮の提供の実践 

  対象児童は、自分の体を支える力が弱かったり、大きな音が苦手であったりすることなどから、日々の排

泄や体育大会などの行事において、合理的配慮の提供が必要であった。対象児童生徒に応じた支援を提供

したことによって・・・。 

 

 

 

 

   〇ＰＤＣＡサイクルでの合理的配慮の提供において、保護者及び交流学級担当や他の支援者との連携が大切

であると感じる一方で、継続してうまく連携していくために、話合いのもち方や他の職員への共通理解の

求め方を探っていく必要が・・・。 
 

    〇 提供した合理的配慮が、本人の活動への参加や内容の理解に効果的であるためには、本人の実態把握をよ

り的確に行う必要があると感じる。本人に関わった複数の支援者からの情報をまとめておく必要もあると

感じた。さらに、合理的配慮の・・・。 

成 果 

課 題 

成果と課題の見方 

ＰＤＣＡサイクルの考えを取り入れた合理的配慮のプロセスに基づいた取組の実際について、成果

と課題を示しています。 

本研究で示したＰＤＣＡの各段階や合理的配慮のプロセ

ス全体についての成果と課題を示しています。 



平成28年度 佐賀県教育センタープロジェクト研究 小・中学校特別支援教育研究委員会 

 取組の実際の見方－9             佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

   

   

 

個別の教育支援計画 

個別の指導計画 

個別の教育支援計画及び個別の指導計画の見方 

本研究では、個別の教育支援計画及び個別の指導計画に、合意形成された合理的配慮を関連させる

ことが大切だと考えます。対象児童生徒の個別の教育支援計画及び個別の指導計画と本研究で作成

した合理的配慮シートを掲載しています。 

 
合意形成した合理的配慮に関する部分に下線を付け、個別の

教育支援計画及び個別の指導計画と関連付けていることを示

しています。 
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合理的配慮シート 
合理的配慮の内容について、本人や保護者と合意形成したこと

を確認できるように、日付や名前を示しています。見直しをす

るための次回検討日も示しています。 

合理的配慮を個別の教育支援計画及び個別の指導計画に盛り込むことが求められています。本研究

では、合理的配慮シートを個別の教育支援計画及び個別の指導計画と併せることで、一貫した支援

の提供を図ることができると考えます。補足資料に合理的配慮シートを掲載しています。御活用く

ださい。 

検討日に支援会議等で話し合

った結果を評価（継続や変更、

追加）として表しています。 

検討日に見直した結果、変更や追加した合理

的配慮を斜体で表しています。 

見直した結果、今後提供

する合理的配慮の内容を

新しい合理的配慮シート

に記入します。 


